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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2021年４月 30日に公表した 2022年３月期（2021年４月１日～

2022 年３月 31 日）の通期連結業績予想を修正することとしましたので、以下のとおりお知らせいたし

ます。 

 

1. 2022年３月期通期連結業績予想（2021年４月１日～2022 年３月 31 日）の修正について 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,380,000 

百万円 

28,000 

百万円 

5,000 

百万円 

3,500 

円 銭 

7.44 

今回修正予想（Ｂ） 1,060,000 △125,000 △140,000 △100,000 △212.61 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △320,000 △153,000 △145,000 △103,500 △220.05 

増 減 率（ ％ ） △23.2 - - - - 

（参考）前期連結実績 

（ 2 0 2 1 年３月期） 
728,683 △464,774 △451,355 △404,624 △1,082.04 

 

 

2. 修正の理由 

 

連結業績予想につきましては、国際線貨物需要が好調に推移する一方で、変異株の流行等によりコ

ロナ影響が長期化したため、当初の想定よりも旅客需要が大きく減少しました。足元では国内の新規

感染者数の減少に伴い、国内線旅客需要に回復傾向が見られますが、需要の本格的な回復時期が遅れ

ていることから売上高は 3,200億円減少する見通しです。 

運航関連の変動費の抑制に加えて、整備費・外部委託費等の固定費削減の深掘りを実行し 1,670 億

円の営業費用削減に取り組んでまいりますが、売上高の減少の影響が大きく営業利益は 1,530 億円減

少し、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益についても同様に大幅に減少することにより損失

を計上する見通しです。 

これらの結果、2022年３月期の連結業績予想につきまして上表の通り修正いたします。 

なお、上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値とは異なる可能性があります。 

 

以上 


